
議会だより

令和４年５月臨時会（第２回）

令和４年６月定例会（第３回）
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第２回 臨時会（令和４年５月２７日）５月臨時会のあらまし
　第２回臨時会は、５月２７日の１日間で開催され、専決処分に係る条例改正の承認
２件、補正予算の承認３件、条例４件、補正予算１件、物品購入契約１件が提案され
審議しました。

議案第３６号　物品購入契約について

○高原小中学校電子黒板購入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８３１万８千２百円

　ＩＣＴ教育の推進を図るため、大型の電子黒板の物品

　購入契約を締結するために上程

　されたものです。購入台数は、

　高原小学校に１３台、高原中学

　校に６台の合計１９台です。

承認第７号　令和３年度高原町一般会計補正予算

（第２３号）

○新型コロナウイルス感染症対策事業における休業

　要請等対策など４事業について繰越明許費補正

　・・・・・・・・・・・・・・１，６１２万円

○財政調整基金への積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億円

○分収金の学校基金への積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，９０１万９千円

○高原町公共施設等整備基金への積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億円

○高原町企業立地奨励金等交付基金への積立金・・・・・・・・・・・・・３，１５５万１千円

議案第３３・３４・３５号　一般職の職員、特別職の職員、議会議員の期末手当減額に関する条

例の改正

○（職員）０．１５月分の引き下げ  （特別職・議員）０．１月分の引き下げ

議案第３７号　令和４年度高原町一般会計補正予算（第２号）

○低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業・・・・・・・・・・・・４５５万円５千円

令和４年　第２回臨時会議決結果

承　認
第５号

専決処分について（専決第６号）
高原町税条例等の一部を改正する条例

承　認
第６号

専決処分について（専決第７号）
国民健康保険税条例の一部を改正する条例

承　認
第７号

専決処分について（専決第８号）
令和３年度高原町一般会計補正予算（第２３号）

承　認
第８号

専決処分について（専決第９号）
令和３年度高原町病院事業会計補正予算（第４号）

承　認
第９号

専決処分について（専決第１０号）
令和４年度高原町一般会計補正予算（第１号）

議　案
第32号 学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第33号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第34号 特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第35号 議会の議員の議員報酬・費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第36号 物品購入契約について

議　案
第37号 令和４年度高原町一般会計補正予算（第２号）

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○●○●○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

−○○○○○○○○○

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

承認

議案の概要

電子黒板電子黒板



議会だより3

６月定例会のあらまし 第３回 定例会（令和４年６月１５日〜６月１７日）

　令和４年６月定例会は、６月１５日から６月１７日までの３日間の日程で開催され、報告３件、条
例改正１件、補正予算３件の合計７件を審議しました。国民健康保険税条例の一部改正については、
令和４年度から法律の改正により未就学児の均等割額が１/２に減額になり、法令分で減額になった
残りを高原町が減免するものです。

議案第３９号　令和４年度高原町一般会計補正予算（第３号）

◯高原病院への新型コロナウイルス感染症対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円
　新型コロナウイルス感染症に係る病院内における感染対策や、発熱外来対応に要する経費。

◯施設園芸省エネルギー化促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００万円
　新型コロナウイルス感染症拡大や国際情勢の影響により、原油価格や物価が高騰する中、施設園芸において

　省エネルギー化に必要な、資材等導入への支援。

◯繁殖農家導入支援緊急対策事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５０万円
　子牛価格も下落している状況から繁殖素牛導入費用の一部を助成する経費。

　１頭当たり、町とＪＡこばやしがそれぞれ２万５千円ずつ補助。

◯県産農畜水産物学校給食提供推進事業・・・９９万２千円
　学校給食に県産品牛肉を提供する経費。　　　　　

◯たかはる夏まつり補助金・・・・・・・・・・１５０万円
　新型コロナウイルス感染症感染対策への支援。

◯観光資源を活用した稼げる看板商品創出事業・７００万円
　観光特産品開発の実証に要する経費。

◯小中学校の新型コロナウイルス感染症対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・５６６万３千円
　学校用タブレット端末を自宅でも活用できるように、持ち帰る際に破損防止するためのタブレットケース購

　入費用や自宅でのインターネット接続時のセキュリティ対策費用。

◯一般コミュニティー助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２０万円
　上後川内公民館、川平公民館にそれぞれ助成。

◯保健体育総務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０５万円
　スポーツ各競技や体育施設等の環境整備費用。

議案第４１号　令和４年度高原町一般会計補正予算（第４号）

○認定こども園の施設整備交付金事業・・・・・・１億４，３６３万８千円
　町内の認定こども園の園舎建設等に係る費用の一部を補助する経費。

報告第２号　令和３年度高原町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

○国の補助事業の交付決定時期の遅れや、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、年度内
　完了が困難となった事業について繰り越すもの。全１７事業合計・・・・２億９，９１５万１，３７４円

令和４年　第３回定例会議決結果

報　告
第２号 令和 3年度高原町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報　告
第３号 令和 3年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社事業計画について

議　案
第38号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議　案
第39号 令和４年度高原町一般会計補正予算（第３号）

議　案
第40号 令和４年度高原町病院事業会計補正予算（第１号）

報　告
第４号 グレーチング破損事故による和解及び損害賠償の額を定めたことについて

議　案
第41号 令和４年度高原町一般会計補正予算（第４号）

−−−−−−−−−−

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

−○○○○○○○○○

−

可決

可決

可決

−

可決

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

−

−−−−−−−−−−

−−−−−−−−−−

議案の概要

牛肉を使った給食牛肉を使った給食

議案第３９号・４１号　令和４年度高原町一般会計補正予算（第３号・第４号）

歳入歳出１億９，１５９万１千円（追加）  総額６０億８，３５０万８千円



ここが聞きたい　　　問＆答
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一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

陣　　圭介議員
じん　　      けいすけ

○
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

問　
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ

る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た

移
住
定
住
施
策
が
展
開
さ
れ

て
い
な
い
か
。
恩
恵
を
受
け

る
世
帯
は
限
定
的
。
よ
り
多

く
の
住
民
が
公
平
に
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
施
策
の
検
討
を
。

答　
移
住
定
住
す
る
方
に
補

助
金
を
出
す
こ
と
が
ど
う
か

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
い

く
べ
き
。
地
方
回
帰
等
の
動

き
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
合

時
代
に
合
っ
た
制
度
設
計
を
！

時
代
に
合
っ
た
制
度
設
計
を
！

的
に
判
断
す
べ
き
時
期
に
き

て
い
る
。

○
運
動
公
園
の
管
理
・
活
用

に
つ
い
て

問　
ひ
と
つ
の
公
園
の
中
で

管
理
者
が
多
方
面
に
分
か
れ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制
度

の
目
的
に
、
特
定
の
公
共
施

設
の
管
理
を
行
政
か
ら
切
り

離
す
こ
と
が
あ
る
。
施
設
全

体
を
指
定
管
理
の
対
象
と
す

べ
き
で
は
。

答　
財
政
面
も
勘
案
し
指
定

管
理
者
と
協
議
を
行
う
等
必

要
な
対
応
を
行
う
。

問　
ト
イ
レ
に
施
錠
さ
れ
て

い
る
箇
所
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
。

答　
日
常
的
に
ト
イ
レ
を
使

用
す
る
頻
度
や
人
数
も
増
加

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
常
時

開
放
す
る
方
向
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

問　
健
康
遊
具
、
児
童
遊
具

の
活
用
促
進
は
。

答　
４
月
に
説
明
会
を
開
催
、

広
報
誌
に
２
回
掲
載
、
新
聞

で
も
取
り
上
げ
て
頂
い
た
。

　

更
に
広
報
誌
等
で
周
知
し
、

健
康
教
室
で
の
利
活
用
の
促

進
を
図
る
等
あ
ら
ゆ
る
機
会

で
紹
介
し
町
民
の
健
康
増
進

に
役
立
て
た
い
。

○
申
請
手
続
の
簡
略
化
に
つ

い
て

問　
補
助
金
等
の
申
請
に
あ

た
り
納
税
証
明
書
の
添
付
は

省
略
で
き
る
の
で
は
。

答　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
る
方
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
い
人
よ
り
も
高
い
納

税
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
現
在
の
対
応
が
妥
当
。

○
工
事
の
優
先
度
に
つ
い
て

問　
陳
情
に
つ
き
、
予
算
化

の
前
提
と
し
て
高
い
公
共
性

が
要
求
さ
れ
る
。
受
益
者
が

少
数
で
あ
っ
た
り
他
の
選
択

肢
が
あ
る
場
合
等
は
優
先
度

は
低
く
な
る
と
考
え
る
が
。

答　
そ
の
よ
う
な
認
識
で
進

め
て
い
る
。

○
遠
隔
授
業
に
つ
い
て

問　
疾
病
等
で
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
の
学
び
の
機
会

確
保
の
た
め
、
遠
隔
授
業
の

実
施
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
は
。

答　
現
在
、
各
家
庭
の
通
信

環
境
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

全
家
庭
に
通
信
環
境
を
整
備

し
、
ま
ず
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
自
宅
学
習
を

進
め
る
。

▲高原町総合運動公園
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ここが聞きたい　　　問＆答

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

○
出
生
率
に
つ
い
て

問　
宮
崎
県
の
令
和
３
年
の

出
生
率
は
、
１
・
６
４
で
あ

る
が
高
原
町
の
出
生
率
は
。

答　
高
原
町
は
、
１
・
７
１

で
あ
る
。

問　
高
原
町
で
の
少
子
化
に

対
す
る
背
景
要
因
は
。

答　
出
生
率
の
低
下
が
あ
り
、

未
婚
化
や
晩
婚
化
が
進
ん
だ

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

問　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

答　
行
財
政
改
革
推
進
本
部

会
議
で
令
和
５
年
４
月
１
日

を
目
途
に
新
た
な
組
織
を
設

置
し
た
い
。

問　
令
和
２
年
の
平
均
初
婚

少
子
化
対
策・自
主
防
災
対
策
に
つ
い
て

少
子
化
対
策・自
主
防
災
対
策
に
つ
い
て

年
齢
は
、
男
性
30
・
２
歳
、

女
性
29
・
１
歳
と
な
っ
て
お

り
婚
姻
の
推
移
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

20
歳
か
ら
29
歳
の
範
囲
で
男

性
の
有
配
偶
率
が
令
和
２
年

14
・
93
％
、
女
性
で
20
・
87

％
で
あ
る
。
一
方
30
歳
か
ら

39
歳
の
範
囲
で
は
、
男
性
の

有
配
偶
率
が
56
・
76
％
、
女

性
が
61
・
69
％
で
あ
り
晩
婚

化
で
あ
る
。

問　
対
策
と
し
て
の
出
会
い

の
場
の
創
出
の
考
え
は
。

答　
２
市
１
町
に
て
合
同
で

婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

県
事
業
等
の
活
用
を
図
っ
て

い
く
。

○
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て

問　
新
居
の
住
居
費
、
新
居

へ
の
引
越
費
用
を
事
業
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答　
事
業
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
た
い
。

問　
結
婚
し
て
高
原
町
に
住

ん
で
頂
け
る
住
居
支
援
制
度

は
な
い
。
住
み
や
す
い
ま
ち

を
更
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
現
状
で
は
、
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

○
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

問　
自
主
防
災
組
織
の
育
成

・
強
化
を
図
る
た
め
に
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答　
地
区
居
住
者
等
が
共
同

し
て
行
う
防
災
訓
練
等
に
対

し
て
、
支
援
を
行
う
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

つ
い
て

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る

た
め
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
需
給
調

整
を
円
滑
に
お
こ
な
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
養
成
も
推
進
し
、
活
動

拠
点
の
環
境
整
備
も
務
め
て

い
く
。

○
防
災
計
画
「
車
中
避
難
」

に
つ
い
て

問　
車
中
避
難
に
対
す
る
対

策
は
ど
の
よ
う
に
明
記
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
在
宅
避
難
や
車
中
泊
等

に
て
止
む
を
得
ず
避
難
所
に

滞
在
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

被
災
者
に
つ
い
て
は
、
健
康

状
態
の
把
握
に
努
め
る
。

○
防
火
水
槽
・
防
火
用
水
路

に
つ
い
て
　

問　
地
上
に
露
出
し
て
い
る

防
火
水
槽
に
、
車
両
等
が
ぶ

つ
か
る
危
険
性
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
危
険
性
の
あ
る
防

火
水
槽
に
対
す
る
対
処
を
ど

う
す
る
か
。

答　
危
険
性
は
、
周
知
し
て

い
る
が
撤
去
は
出
来
な
い
の

で
反
射
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て

対
応
し
て
い
く
。

問　
河
川
か
ら
防
火
用
水
と

し
て
水
を
取
水
す
る
地
区
は
、

危
険
性
が
伴
う
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

消
防
本
部
の
助
言
を
頂
き
対

応
す
る
。

問　
住
宅
開
発
地
域
等
に
お

い
て
、
消
防
水
利
に
関
す
る

基
準
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
適
宜
設
置
し
て
い
き
た

い
。

路面より露出している防火水槽路面より露出している防火水槽

霧島狭野原地区霧島狭野原地区

河
川
か
ら
防
火
用
水
と
し
て

取
水
し
て
い
る
様
子
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前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

区
長
会
の
要
望

◯
要
望
の
優
先
順
位
に
つ
い

て問　
道
路
拡
張
等
の
優
先
順

位
は
。

答　
通
学
路
を
最
優
先
と
し
、

危
険
性
の
高
い
も
の
、
生
活

環
境
に
著
し
く
影
響
を
与
え

る
も
の
を
優
先
し
て
い
る
。

◯
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
今
後
の
対
策
は
。

答　
条
例
の
制
定
や
、
必
要

「
若
者
議
会
」と「
協
同
労
働
」で

町
を
活
性
化
！

「
若
者
議
会
」と「
協
同
労
働
」で

町
を
活
性
化
！

に
応
じ
て
補
助
事
業
創
設
の

検
討
を
す
る
。

◯
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足

に
つ
い
て

問　
ガ
ソ
リ
ン
代
の
支
給
を
。

答　
調
査
検
討
す
る
。

教
育
行
政

◯
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て問　
地
域
移
行
の
考
え
は
。

答　
国
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
協
議
を
し
て
い
く
。

◯
子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
低

所
得
家
庭
の
実
態
の
把
握
と

必
要
な
施
策
は
。

答　
就
学
援
助
制
度
に
よ
り

実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し

て
い
く
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
の
把
握
と
対
策
は
。

答　
本
町
で
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
継
続
的
に
調
査
し
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努

め
る
。

問　
生
理
の
貧
困
と
い
じ
め

の
把
握
、
対
策
は
。

答　
生
理
用
品
に
起
因
す
る

い
じ
め
は
認
知
し
て
い
な
い
。

よ
り
よ
い
配
布
の
検
討
と
守

秘
義
務
の
徹
底
を
実
施
し
て

い
く
。

町
の
活
性
化

◯
若
者
議
会
に
つ
い
て

問　
取
り
組
む
考
え
は
。

答　
若
者
が
町
の
発
展
に
繋

が
る
ア
イ
デ
ア
等
を
話
し
合

う
機
会
を
設
け
た
い
。
そ
の

上
で
若
者
の
間
で
意
見
や
思

い
を
町
政
に
反
映
し
た
い
と

の
機
運
を
高
め
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
。

◯
協
同
労
働
に
つ
い
て

問　
昨
年
は
前
向
き
な
答
弁

だ
っ
た
が
。

答　
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
形
に
な
る
よ
う
、
ま
ず
、

き
っ
か
け
づ
く
り
と
成
功
事

例
の
構
築
を
進
め
る
。

◯
農
地
集
積
に
つ
い
て

問　
集
積
加
速
に
向
け
た
計

画
策
定
の
考
え
方
は
。

答　
農
業
委
員
会
と
連
携
、

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
策
定

し
、
農
地
バ
ン
ク
等
を
活
用

し
た
集
約
化
の
推
進
、
担
い

手
の
確
保
、
育
成
を
推
進
し

て
い
く
。

問　
本
町
の
集
積
率
は
。

答　
令
和
２
年
度
実
績
で
55

・
４
％
。

問　
農
地
バ
ン
ク
の
今
後
の

課
題
と
展
望
は
。

答　
農
業
者
の
減
少
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
の
懸
念
が
あ

る
。
法
に
基
づ
き
農
地
バ
ン

ク
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問　
地
域
計
画
の
策
定
や
、

担
い
手
の
確
保
、
育
成
に
向

け
た
支
援
体
制
は
。

答　
農
業
委
員
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
成
長
産
業
化

及
び
農
業
所
得
の
増
に
繋
が

る
支
援
を
し
て
い
く
。

▲耕作放棄地

空
き
家
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ここが聞きたい　　　問＆答

福澤　卓志議員
ふくざわ　      たくじ

○
観
光
行
政
に
つ
い
て

問　
駅
前
通
り
は
人
通
り
も

多
く
、
ま
た
、
登
下
校
安
全

確
保
の
面
か
ら
も
駅
前
通
り

の
拡
幅
工
事
が
必
要
で
は
。

共
助
に
よ
る
防
災
へ
の
備
え
と
、

人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を

共
助
に
よ
る
防
災
へ
の
備
え
と
、

人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を

答　
現
在
、
町
道
等
整
備
中

の
場
所
が
多
く
あ
る
た
め
、

今
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

問　
老
朽
化
し
て
い
る
家
屋

撤
去
に
対
し
、
解
体
費
用
の

補
助
は
で
き
な
い
か
。

答　
検
討
す
る
。

問　
高
千
穂
峰
（
天
孫
降
臨
）

登
山
口
に
、
駐
車
場
や
簡
易

ト
イ
レ
ブ
ー
ス
が
必
要
で
は
。

答　
国
・
県
に
対
し
て
働
き

か
け
を
続
け
て
い
る
。

問　
携
帯
ト
イ
レ
・
登
山
記

念
品
等
が
購
入
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
。

答　
今
後
、
皇
子
原
公
園
を

登
山
基
地
と
し
て
整
備
す
る

考
え
が
あ
る
。

○
防
災
行
政
に
つ
い
て

問　
災
害
時
の
通
信
手
段
確

保
の
面
か
ら
、
本
町
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
家
ら
と
協
定
が
出

来
な
い
か
。

答　
有
効
性
は
理
解
し
て
い

る
が
、
調
査

研
究
し
て

い
く
。

問　
防
災
士
の
資
格
を
有
す

る
町
民
と
連
携
し
て
自
主
防

災
組
織
を
機
能
さ
せ
た
ら
ど

う
か
。

答　
研
修
の
機
会
を
設
け
る

な
ど
し
な
が
ら
連
携
し
て
い

く
。

○
福
祉
行
政
に
つ
い
て

問　
虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
、

生
計
を
共
に
す
る
事
実
婚
家

庭
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
い
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
な
い
が
、

令
和
３
年
に
通
報
が
２
件
あ

っ
た
。

問　
対
応
は
。

答　
職
員
が
対
象
者
に
事
実

確
認
を
し
、
必
要
な
場
合
は

事
実
婚
有
無
に
関
す
る
申
立

書
に
記
載
し
て
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
署
名
を
も
ら
っ

て
か
ら
提
出
し
て
も
ら
う
。

問　
新
た
な
貧
困
を
生
ま
な

い
た
め
に
学
力
向
上
が
必
要

で
は
。

答　
授
業
の
充
実
を
含
め
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
学
力
向
上
に

努
め
る
。

問　
不
登
校
児
童
及
び
虐
待

等
の
報
告
は
。

答　
不
登
校
児
童
が
小
学
校

１
名
、
中
学
校
６
名
、
虐
待

等
の
報
告
は
な
い
。

○
社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て

問　
本
町
の
成
人
式
は
。

答　
20
歳
を
対
象
と
し
て

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」と
す
る
。

問　
看
護
師
や
医
師
を
目
指

す
方
々
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
は
。

答　
今
後
は
Ｕ
タ
ー
ン
を
促

し
て
い
く
。

○
総
合
政
策
行
政
に
つ
い
て

問　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の

受
け
入
れ
は
。

答　
受
け
入
れ
で
き
る
体
制

が
で
き
て
い
な
い
。

問　
町
所
有
地
や
老
朽
化
し

て
い
る
町
営
住
宅
等
を
売
却

し
て
は
ど
う
か
。

答　
検
討
す
る
。

問　
特
別
表
彰
に
つ
い
て
の

再
検
討
の
結
果
は
。

答　
若
い
世
代
の
表
彰
を
含

め
１
年
に
１
回
と
す
る
な
ど

し
て
い
く
。

問　
未
建
設
の
広
原
定
住
促

進
住
宅
建
設
が
必
要
で
は
。

答　
そ
の
考
え
は
な
い
。

▲歩道のない駅前通り
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温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

◯
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
支
援
事
業
の
効

果
は
。

答　
定
額
給
付
金
事
業
（
９

億
２
千
万
円
）
で
の
商
品
等

の
購
入
や
臨
時
交
付
金
（
６

億
円
）
の
活
用
に
よ
り
大
き

な
事
業
効
果
が
得
ら
れ
た
。

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
費
用
は
。

答　
延
べ
１
億
９
７
５
万
円

で
あ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
廃
棄

の
有
無
は
。

町
実
施
事
業
の
成
果
と
検
証

町
実
施
事
業
の
成
果
と
検
証

答　
モ
デ
ル
ナ
社
30
回
分
が

廃
棄
と
な
っ
た
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題

と
４
回
目
に
向
け
て
は
。

答　
若
年
層
へ
向
け
て
７
月

中
旬
頃
に
夜
間
集
団
接
種
を

計
画
し
て
い
る
。
又
、
４
回

目
に
向
け
て
は
、
３
回
接
種

後
５
ヶ
月
を
目
途
に
接
種
案

内
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
高
原
病
院
で
の
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

答　
入
院
患
者
23
名
（
延
日

数
１
５
８
日
）
、
外
来
患
者

17
名
、
救
急
患
者
30
名
を
受

け
入
れ
た
。
又
、
感
染
症
疑

い
の
あ
る
５
２
８
名
の
診
療

を
実
施
し
た
。

問　
コ
ロ
ナ
補
助
金
の
受
け

入
れ
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
、
３
年
で
約

４
億
円
の
補
助
が
あ
っ
た
。

問　
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ

時
の
医
療
従
事
者
の
対
応
は
。

答　
感
染
へ
の
恐
怖
心
や
、

少
な
か
ら
ず
誹
謗
中
傷
は
見

ら
れ
た
が
、
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
一
体
感
が
生
ま
れ
、

乗
り
越
え
て
来
た
。

問　
今
後
に
向
け
て
は
。

答　
地
域
住
民
の
生
命
を
守

る
為
、
町
立
病
院
で
で
き
る

こ
と
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て

尽
力
し
て
い
く
。

◯
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
農
地
の
利
用
状
況
は
。

答　
水
田
面
積
８
５
９
ha
。

畑
面
積
１
，
３
２
１
ha
。
遊

休
農
地
１
２
２
ha
。
農
地
の

固
定
資
産
税
額
は
１
６
，
７

６
２
千
円
で
あ
る
。

問　
農
業
の
課
題
は
。

答　
農
家
戸
数
や
担
い
手
の

減
少
が
見
ら
れ
、
遊
休
農
地

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　
農
道
や
農
業
用
排
水
路

等
の
維
持
管
理
は
。

答　
基
本
的
に
は
受
益
者
管

理
と
な
る
が
、
様
々
な
制
度

を
利
用
し
て
、
地
域
や
改
良

区
、
営
農
組
合
等
で
管
理
し

て
い
る
地
区
も
あ
る
。
危
険

な
場
所
等
に
つ
い
て
は
町
へ

相
談
し
て
ほ
し
い
。

問　
人
、
農
地
関
連
法
へ
の

取
り
組
み
は
。

答　
守
る
べ
き
農
地
と
保
全

す
る
農
地
を
地
域
で
話
し
合

い
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な

が
ら
１
筆
毎
の
目
標
地
図
を

作
成
し
て
い
く
。

問　
中
山
間
交
付
金
事
業
等

の
継
続
に
向
け
て
は
。

答　
国
・
県
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
事
業
継
続
へ
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

▲コロナ対応にあたる医療従事者

▲区画された農地
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ここが聞きたい　　　問＆答
問　
厚
生
労
働
省
の
委
託
研

究
で
も
、
難
聴
が
認
知
機
能

低
下
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
全
国
の
自
治

体
の
中
で
は
、
認
知
症
の
抑

制
効
果
や
医
療
費
の
削
減
に

な
る
と
独
自
で
補
聴
器
購
入

の
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

本
町
で
も
取
り
組
み
を
。

答　
他
自
治
体
な
ど
調
査
・

研
究
す
る
。

中村　　昇議員
なかむら　　   のぼる

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

◯
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

問　
今
回
の
見
直
し
は
２
０

２
２
年
度
以
降
の
５
年
間
で

一
度
も
水
は
り
し
な
い
農
地

を
除
外
、
多
年
草
牧
草
は
10

ア
ー
ル
あ
た
り
３
万
５
千
円

か
ら
播
種
し
な
い
年
は
１
万

円
に
減
額
す
る
も
の
。
交
付

金
削
減
は
農
家
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
町
長
の

見
解
は
。

答　
条
件
不
利
農
地
で
の
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
畜
産
農

家
の
粗
飼
料
確
保
へ
の
支
障
、

復
田
の
集
中
に
よ
る
用
水
不

足
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。
国

に
農
業
経
営
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
要
望
す
る
。

◯
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
介
護
タ
ク
シ
ー
を

問　
町
で
は
交
通
弱
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
車
い
す
で
な
い
と

移
動
が
困
難
な
方
に
は
利
用

で
き
な
い
。
介
護
タ
ク
シ
ー

の
利
用
を
認
め
る
こ
と
が
必

要
で
は
。

答　
小
林
市
や
え
び
の
市
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
所
と
の

契
約
手
続
き
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

◯
観
光
行
政
に
つ
い
て

問　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は

公
園
の
地
形
、
地
質
、
動
植

物
等
を
公
園
利
用
者
が
容
易

に
理
解
で
き
る
よ
う
解
説
、 

展
示
す
る
た
め
の
施
設
で
あ

り
、
登
山
口
に
設
置
し
た
ら

ど
う
か
。

答　
調
査
・
研
究
を
行
う
。

問　
Ｊ
Ｒ
九
州「
な
な
つ
星
」

列
車
の
吉
都
線
乗
り
入
れ
は

本
町
の
観
光
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
に
な

る
。
町
の
予
定
は
。
ま
た
雑

草
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要

で
は
。

答　
民
間
団
体
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
お
も
て
な

し
に
取
り
組
む
。
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、 

環
境
整
備
に
あ
た
る
。

ＪＲ九州ななつ星ＪＲ九州ななつ星



議会だより 10

総務経済常任委員会の所管事務調査
１　日　　時…令和４年６月１日（水）　１０：００〜１１：１０

　　場　　所…庁舎３階議場

２　調査内容…区長会との意見交換会

３　参 加 者…３１名（区長会１８名、議員５名　関係課職員５名、議会事務局３名）

４　調査事項について主な意見

　① 行政班の加入状況と課題

　　・高齢者のひとり暮らしや施設入所等（地域活動等に参加できない等の理由）により班、

　　　区への加入辞退者が増えている。

　　・地区外移住者や公営住宅等入居者の班、区加入促進に苦慮している。

　② 地域環境の現状と課題

　　・地区毎の環境整備に向けて共同作業を定期的に実施しているが、高齢化による活動人口

　　　減で維持管理に苦慮している。

　　・区長自ら環境整備や地域力を活かした活動に取り組んでいる。

　　・空き家や荒廃地が目立ってきている。

　　・防犯灯の電気代等区の経費維持管理に苦慮している。

　③ 行政や議会への要望・提言など

　　・班、区加入促進へ向けての公的支援（施策との整合性）

　　・環境整備の維持管理へ向けた支援（重機等借用料の一部助成や雑草等の処分場確保、道

　　　路維持補修）

　　・緑化美化活動への補助金確保や公益負担金（緑の基金、赤い羽根、日赤社費、社協会費

　　　歳末助け合い、敬老会）の軽減策

　　・空き家対策（所有者不明の調査開示や相続に係る経費軽減策等）

　　・高原小・中学校統合後の過疎対策

　　・公的各種委員（民生・児童委員、人権擁護委員等）確保対策

　　・地域の要望や陳情に対する行政対応の透明化

　　・議会運営のあり方への創意工夫と取り組む姿勢の強化

５　考　　察

　　　　区長会より様々な要因により、行政班加入の減少が見られ、自治会活動の維持へ向け

　　　て懸念の声が多く聞かれた。

　　　　他方、区独自の地力を活かした活動により地域力向上に取り組まれていた。

　　　また、行政に対する地域の抱える課題等の要望や議会に対する御意見等も頂き、委員会

　　　としてこれらの声を真摯に受け止め、今後の活動に取り組んでいきたい。

　　　　今回の意見交換会を通して区長会の区に対する熱い想いと将来を見据えた憂いを強く

　　　感じた。

　　　　このようなことから、今後、委員会として区長会との連携を更に深めながら町当局へ

　　　の提言等を通して「町民の暮らしやすい街づくり」の一助となれるよう努めていきたい。

委員会
報　告
委員会
報　告
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文教厚生常任委員会の所管事務調査
１　日　　時…令和４年５月２４日　(火)　午後１時３０分～午後２時４０分

　　場　　所…庁舎３階議場

２　調査内容…発達障がいに関する調査及び関係課との意見交換

３　参 加 者…１４名（議員５名、関係課職員７名、議会事務局２名）

４　調査事項について主な意見

   現状と対応について

　①町内には、就学児に対し集団生活への適応に向けた支援等を行う「放課後デイサービス」

　　がある。

　②発達障がいの報告を受けている園児、児童、生徒はいないが、特別支援学級で支援を受け

　　ている。

　③発達障がい者の特徴として、⑴その場の空気を読むことが苦手なため、雰囲気を壊す言動

　　をすること。⑵人間関係を上手に築くことが困難なため、他の児童生徒と衝突すること。

　　⑶こだわりが強いために柔軟性に欠け、共同作業や話合い活動を行うことが難しいこと。

　　⑷音や光に鈍感であったり、逆に敏感であったりするために学習に集中出ないこと。等が

　　考えられ、他の児童生徒にも影響を与えることがある。

　④障がいに応じ個別指導を中心とした通級指導教室を設置している。

　⑤学校の教育は、インクルーシブ教育を基本として進めている。しかし、特別支援委員会で

　　望ましいと判断された場合、保護者の同意の上、特別支援学級で教育を進めている。

　　※インクルーシブ教育とは、障がいのある子どもたちや障がいのない子どもたちが一緒に

　　学習をすること。

　⑥保護者の同意がない場合、特別支援学級に入れないことがあり、早期の段階から障がいに

　　ついてご理解を頂くこと、また、学校と保護者との関係が大事であり、今後の課題である。

　⑦保護者のご理解を深める取組として、就学前検診の際にも保護者へ説明を行っている。

　⑧特別支援教育コーディネーターは、就学時健康診断に関わり、園児の観察等を行い、情報

　　収集を行ったり、各小学校で保育所や幼稚園との引継ぎ会を行ったりしている。

　⑨相談支援等の対応職員として、教育委員会に教育調整監（常勤）２名、臨床心理士を毎週

　　金曜日に１名配置している。

　⑩教育委員会には、就学前の教育相談を実施する組織として、「就学前教育相談チーム」が

　　ある。

　⑪各園や学校は、特別支援教育の研修やケース会議等を通じて、具体的方策を講じ、特別支

　　援教育支援委員等との連携を中心に支援、相談できる体制整え対応している。

　今後について

　①令和４年度から、４歳・５歳児（年中児）を対象にした町独自の５歳児検診を開催予定。

　②要支援事業及び要保護児童等への支援業務を図る「子ども家庭総合支援拠点」を視野に、

　　発達障がい児童等の早期発見及び早期対応に向けた連携を図る。

５　考　　察

　発達障がいに関する福祉・教育分野の取組や、園

児、児童の実態把握をおこなった。発達障がいに対

する正しい理解と認識が深まり、福祉、医療、保健、

教育分野での関係機関が連携を図り施策に取組んで

いることを感じた。

　令和４年度より４・５歳児健診の導入により発達

障がいへの取組みがされることを含め、発達障がい

の子供たちが幸せな学校生活が送れることを望む。
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関  島  礼  史さんファミリー♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦

せきじま 　ひろふみ  　   

○移住のきっかけを教えてください。

　広原の「田舎のぱんや」さんが継業者

を募集しているとの情報を見て、町に根

付くお店を残しつつ自分のやりたいお店

をやってみたいと一念発起し家族で移住

しました。

　現在広原にて「VOTE（ヴォート）」

というカフェを営んでいます。

○実際に高原町に住んでみていかがです

か。

　千葉に比べて買い物など不便かなと思

っていましたが、特に不便を感じたこと

はありません。また、役場や町の方がと

ても親切で、温かい印象です。

○移住してよかったことは。

　大自然がすぐそばにあることです。車での移動中、目に入る山々が日々違っていて癒されます。

○高原町への本音を教えて。

　前に住んでいた住宅地に比べ公園が少ないので、子供たちを安心して外遊びさせる場所が少ないのかなと思いま

す。親がついていれば山や川といったところへ遊びにいけるのかもしれませんが、現在住む場所にもよるのかもし

れませんが、日常使いできる公園が近くにあるといいなと思います。

○高原町に来て驚いたことは。

　私は小林出身で、祖父が高原町に住んでいたので小さい頃から知っているので特に驚くことはありません。です

が、東京出身の夫、千葉育ちの子供たちは西諸弁に驚いておりました。また、温泉が近くにあることにも驚いてお

り、子供たちとよく通っています。

○高原町のお気に入りの場所は。

　最近は祓川湧水園での蛍鑑賞がお気に入りです。夕暮れ、子供たちと蛍を待ちながら笹舟を作ったりして過ごし

ています。

○これからの移住者へのアドバイスは。

　温泉宿や民宿もあるので少し長めに宿泊してプチ移住をしてみるといいのかもしれません。色々な方が移住者と

して集まり、たくさんのことにチャレンジし発展できる町になればいいなと思います。

編
集
後
記

　

日
に
日
に
暑
さ
も
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め

の
生
活
規
制
も
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

昨
年
ま
で
と
は
違
う
夏
の
計
画
を
立
て

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

端
を
発
し
た
世
界
的
な
情
勢
不
安
は
、

燃
料
費
、
資
材
費
の
高
騰
、
食
料
品
を

は
じ
め
と
し
た
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
食
料
自
給
率

は
先
進
国
の
中
で
も
低
い
こ
と
が
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、
そ
の
危
う
さ

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　

　

現
在
議
会
で
は
小
中
学
校
の
統
合
等

に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
将
来
の
高

原
町
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
の
充
実

を
図
る
為
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
ぜ
ひ
議
会
に

届
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
反
田　

吉
已
）

よろしく
おねがいします
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